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Summary
In the world of international taxation, it is said that the greatest challenge of this century is BEPS
(BASE EROSION & PROFITS SHIFTING, BEPS) and Organization for Economic Co-operation and De-
velopment OECD Tax Committee established “Project on Tax Erosion and Profit Transfer” June 2012,
which means that BEPS is becoming a global rule, not just advanced countries. Here, a huge taxation on
unrealized transactions, which is the earlier income compliance standards in the US, and a corresponding
income attribution to intangible asset creation contributors are new major turning points. With this, it be-
came possible to measure the value of intangible assets that had been drooling as SG & A expenses.
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はじめに
国際課税の世界において、今世紀最大課題は BEPS（BASE EROSION & PROFITS SHIFTING…課
税ベース浸食と所得の移転､ 以下 BEPS)である(1)と言われており､ Organization for Economic Co-opera-
※日本経済大学経営学部経営学科
1 金子宏、『租税法第 21版』法律学講座双書、2016年 p.499。
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3 乾利之（弁理士、2017/10/26 asmii.com)、グローバルノート https://www.globalnote.jp/post-10360.html







































































































































































































































－８－ 日本経大論集 第48巻 第１号
研究の成果物であり、JVテリトリー（米、EU5）以外の地域については、契約上想定していた条件
との乖離が生じていた。2008年の Sciele社（後に Shionogi Inc.）買収により、JV設立時に想定されて
いた JVを足がかりとした米国販売拠点の獲得の必要性が低下した。Shionogi Inc.の販売はプライマ


















































































































































































26 「シンガポールのビジネス情報サイト」https://www.asiax.biz/news/40385/、2016年 10月 10日。
27 グッド・ファーマ・コンサルティング代表のハンフリー氏による。

















































「外部貢献｣＝｢事前及び同時取引（Preliminay or Contemporaneous Transaction：以下「PCT｣)」に帰属
するという概念が生まれた(32)。PCTに多額の収益が帰属するように考えが変わったのである。2009年
















































































37 データ更新日 2017年 4月 14日（年度更新日：2017年 4月 12日）直近データ 2016年時系列推移 1990-2016
年まで掲載ご利用区分公開
統計の解説、世界の国際特許出願件数（全分野）国際比較統計・ランキング。各国の国際特許出願件数
（全分野）と国別順位を掲載。単位は件。特許協力条約（Patent Cooperation Treaty, PCT）に基づく特許の
国際出願件数（全分野)。各国の件数は出願者の居住地・本店所在地ベース。各年の出願件数は国際出願
日ベース。
38 製薬協では化合物 30,000個創製で 1つの新製品、その開発期間が 7～15年、その投資額が 500～1000億円と
している。また同じく製薬協において 2010年世界売上上位 100品目の新薬創出国の順位を、米国 44品、スイ
ス 16品、日本 13品、イギリス 9品、フランス 5品、デンマーク 5品、ドイツ 4品その他 3品としており、日
本のシェアは 13％になる。


























順位 国名件数 2016年 シェア 累積
1 米国 56,440 24.26 24.26
2 日本 45,220 19.43 43.69
3 中国 43,128 18.54 62.23
4 ドイツ 18,302 7.87 70.09
5 韓国 15,554 6.68 76.78
6 フランス 8,187 3.52 80.29
7 イギリス 5,491 2.36 82.65
8 オランダ 4,676 2.01 84.66
9 スイス 4,363 1.88 86.54
10 スウェーデン 3,720 1.6 88.14
11 イタリア 3,360 1.44 89.58
12 カナダ 2,329 1 90.58
13 イスラエル 1,838 0.79 91.37
14 オーストラリア 1,835 0.79 92.16
15 インド 1,529 0.66 92.82
16 フィンランド 1,524 0.65 93.47
17 スペイン 1,505 0.65 94.12
18 オーストリア 1,422 0.61 94.73
19 デンマーク 1,353 0.58 95.31
20 ベルギー 1,220 0.52 95.84
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